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平成 23 年２月４日 

各      位 
会社名 株式会社アイレックス 
代表者 代表取締役社長 久次米 正明 
（JASDAQ・コード ６９４４） 
問合せ先 

取締役経理部長  中野 浩樹 
ＴＥＬ ０３（３２４５）２０１１ 

業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年 7月 30 日に公表した平成 23 年 3 月期の通期の連結業績予想を下記

の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１．平成 23 年 3 月期 連結業績予想の修正等 

 

(１) 通期（平成 22 年 4月 1日～平成 23 年 3月 31 日）           （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益

前回予想（Ａ） 
百万円 

４，１００ 

百万円

１８３

百万円

１８０

百万円 

１３７ 

円  銭

４．６６

今回修正（Ｂ） ３，５００ ２３０ ２３４ １６５ ５．６１

増減額（Ｂ－Ａ） △６００ ４７ ５４ ２８  

増 減 率 △１４．６ ２５．７ ３０．０ ２０．４  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 2 年 3 月 期 ） 
４，０６３ １１ １１ １１３ ３．８６

 

(２) 修正理由 

①損益 

当連結会計年度におきましては、前連結会計年度から取り組んでおります３大改革（事業構造改革、

業務改革、企業価値向上）に引き続き注力した結果、業務を合理化し固定費・販管費の削減を図る業務

改革の実施効果が現れ始めてまいりましたことから、通期の損益は上記の表の通りとなる見込みであり

ます。 

②売上高 

当連結会計年度におきましては、景気は着実に持ち直しの傾向にあるものの、海外景気や金融市場に

景気を下押しする懸念材料があることや第 3 四半期に入ってから輸出・国内生産がともに減少に転じた

ことなどにより、先行きに慎重な見方が広がり始めました。情報サービス産業におきましても、下期か

らはまた前年を下回る減少傾向が続くなど厳しい状況が続いていることから、社会インフラ等は堅調に

推移したものの、情報通信システムや組込みシステム等のメーカー系からの受注が当初の予定ほど伸び

ず、通期の売上高は上記の表の通りとなる見込みであります。 

 

以 上 
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※本資料に記載されている業績見通しに関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等様々な要因により大きく異なる可能性があ

ります。 

 


